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社
民
党
大
分
県
連
合
は
十
一
月

九
日
、
来
春
の
県
議
選
に
立
候
補

す
る
「
小
野
よ
し
み
」
さ
ん
の
総

合
選
対
結
成
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
久
原
県
連
合
代
表

を
総
合
選
対
委
員
長
に
選
出
し
、

総
合
選
対
役
員
を
県
連
合
役
員
、

大
分
支
部
役
員
を
中
心
に
選
出
し

た
。
　
大
分
市
選
挙
区
の
情
勢
は
、
定

数
十
三
名
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
全
体

の
状
況
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
が
十
八
名
前
後
の
立
候
補
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　
告
示
が
二
〇
二
三
年
三
月
三
十

一
日
、
投
票
日
が
四
月
九
日
で
確

定
し
た
。
今
後
、
事
務
局
会
議
、

四
役
会
議
、
総
合
選
対
会
議
等
を

開
催
し
具
体
的
な
取
り
組
み
を
決

定
す
る
。

　
十
月
二
十
九
日
投
票
の
青
森
市

議
選
は
、
社
民
党
公
認
で
新
人
の

「
小
熊
ひ
と
美
」
候
補
が
初
当
選

し
た
。
小
熊
候
補
は
、
知
名
度

　

（
裏
面
に
続
く
）

　
を
上
げ
る
た
め
、
街
宣
活
動
と

あ
い
さ
つ
回
り
に
徹
し
、
党
組
織

の
高
齢
化
と
労
働
組
合
の
応
援
の

な
い
中
、
党
員
の
必
死
の
闘
い
の

結
果
、
新
人
不
利
の
予
測
を
覆
し

当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た

　
結
成
総
会
で
は
、
青
森
の
闘
い

を
教
訓
に
、
来
年
四
月
九
日
に
向

か
っ
て
、
全
て
の
力
を
社
民
党
公

認
「
小
野
よ
し
み
」
勝
利
に
集
中

す
る
こ
と

を
確
認
し

最
後
に
小

野
よ
し
み

候
補
か
ら

力
強
い
決

意
表
明
を
う
け
閉
会
し
た
。

　
早
い
も
の
で
、

今
年
も
残
す
と
こ

ろ
、
あ
と
少
し
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
激
動
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
の
参
議
院

選
挙
、
崖
っ
ぷ
ち
の
社
民
党
、
国

政
政
党
と
し
て
残
し
た
い
！
本
当

に
必
死
の
闘
い
で
し
た
。

　
五
月
六
日
か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
選
挙
が
終
わ

り
国
政
政
党
と
し
て
残
っ
た
社
民

党
。
そ
ん
な
中
、
安
倍
元
首
相
の

国
葬
。
国
葬
反
対
の
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
引
き
続
き
行
い
、
国
葬
後

は
旧
統
一
教
会
と
自
民
党
と
の
関

係
の
真
相
究
明
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

約
八
ヶ
月
、
最
低
で
も
週
二
日
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
九
月
一
日
、
来
春
の

県
議
選
立
候
補
表
明
。
瞬
く
間
に

年
末
を
迎
え
た
感
じ
で
す
。　　

　
党
員
の
仲
間
の
皆
さ
ん
も
き
っ

と
そ
う
言
っ
た
感
じ
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
思
い
を
県
政
に
つ

な
ぐ
た
め
「
元
気
が
い
ち
ば
ん
」

で
全
力
疾
走
し
て
参
り
ま
す
。

　
来
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
♥

　
十
一
月
十
二
〜
十
四
日
、

愛
媛
県
松
山
市
に
て
、
全
国

か
ら
六
百
五
十
名
の
参
加
者

の
も
と
第
五
十
九
回
護
憲
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

た
め
顔
を
合
わ
せ
て
の
大
会

は
三
年
ぶ
り
で
し
た
。

　
日
本
国
憲
法
が
交
付
さ
れ

七
十
六
年
「
平
和
主
義
」「
国

民
主
義
」「
基
本
的
人
権
」
の

三
原
則
が
、
今
ほ
ど
軽
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら　

　
　
南
西
諸
島
ま
で
！

　
軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

半
田
滋
さ

ん
の
講
演

を
聞
き
ま

し
た
。
半

田
さ
ん
は

す
で
に
九

総
合
選
対
委
員
長
代
行　
二
村
誠
一

小
野
よ
し
み
決
意
表
明

。
第59回護憲大会 「憲法を変えることより活かすこと」

。

ファイト
～！
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党員・党友 登場！

　日本には２度と戦争をしないという憲法 9条が
あります。にもかかわらず、GDPの２％、11兆
円もの軍事費をめざし、2023 年度予算案づくり
が進められています。
　外交努力を全くしないで、北朝鮮や中国の脅威
を訴え、あたかも今すぐ攻めてくるかのような世
論を煽り立てています。冷静に考えても、どんな
理由で攻めてくるのでしょうか？
　アメリカからの高額な兵器に莫大な予算を注ぎ
込むのではなく、子どもたちの未来に投資すべき
ではないでしょうか？学校給食の無償化と有機作
物などの地産地消で消費の向上により食料自給率
の upを図るべきではないでしょうか。また奨学
金とは名ばかりの学生ローン。アメリカのように
奨学金返済不要にしてはどうでしょうか？それを
しても余りある金額です。
　政治とは、弱い立場の人々にどれだけ寄り添え
るか、税金の使い道を決める場なのではないです   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　力を合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　て頑張って
　　　　　　　　　　　　　　　　　いきましょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　う！

　
州•

沖
縄
か
ら
台
湾
を
含
む
日
本
列

島
に
ア
メ
リ
カ
の
方
針
に
沿
う
形
で
、

日
本
政
府
は
九
州
と
南
西
諸
島
で
の
自

衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
や
電
子
戦
部
隊
等

の
配
備
と
基
地
新
設

を
着
々
と
進
め
、
い

っ
た
ん
有
事
と
な
れ

ば
沖
縄
を
は
じ
め
と

す
る
島
々
と
、
九
州

の
米
軍
と
自
衛
隊
施

設
が
攻
撃
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
護
憲
大
会
に
参
加
し
、
日
本
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
が
極
め
て
厳
し
く
危
機

感
を
感
じ
ま
し
た
。

「
改
憲
発
議
阻
止
、
軍
備
増
強
を
許
さ

な
い
！
」
取
り
組
み
を
、
党
の
内
外
に

広
め
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　　
み
な
さ
ん
ボ
チ
ボ
チ
年
賀
状
の
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う…

新
年
の
ご
挨
拶
に

一
言
、
付
け
加
え
て
頂
き
た
い
。

　 

奨学金を返済不要に！

。

　
　
県
連
合
幹
事
長　
馬
場　
徳
明↓

→O
B
•
G
の
会 

大
分
支
部

　

 

解
散
総
会 

終
わ
る

　
O
B
•
G
の
会
大
分
支
部
の
解
散
総

会
と
な
っ
た
本
年
度
の
定
期
総
会
は
、

二
〇
二
二
年
十
一
月
八
日
十
一
時
か
ら

大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
二
十
五

名
の
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
は
、小
田
副
会
長
の
開
会
挨
拶
、

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
議
長
に

自
治
労
の
亀
山
氏
を
選
出
、
太
田
会
長

が
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
前
県
O
B
•
G

の
会 
国
清
会
長
、 

二
村
社
民
党
大
分
支

部
代
表
、
吉
田
参
議
の
佐
藤
秘
書
、
吉

川
衆
議
の
高
野
秘
書
、
大
分
市
議
の
安

東
、
高
野
、
甲
斐
各
氏
か
ら
各
々
の
立

場
で
二
〇
年
を
振
り
返
っ
て
の
ご
挨
拶

を
頂
き
、
議
案
の
経
過
、
会
計
等
に
つ

い
て
は
牧
事
務
局
長
が
提
起
し
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
解
散
総
会

宣
言
案
も
拍

手
で
承
認
、

仲
道
副
会
長

の
閉
会
挨
拶
、

最
後
に
太
田

会
長
の
「
こ

れ
か
ら
も
護

憲
・
反
戦•

反
核
の
諸
活

動
に
参
加
し

よ
う
」
と
呼

び
か
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
二
〇
年

の
闘
い
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
O
G
•
B
大
分
支
部
事
務
局
長　
牧　
照
義 解散総会に参加されたみなさん

　　　　　　　　　　この 11月で 65歳となり
　　　　　　　　　高齢者の仲間入りをしました
　　　　　　　　　が、まだ現役で、ある会社に
　　　　　　　　　勤めています。趣味は家族で
　　　　　　　　　野菜作り、親しい友人との釣
　　　　　　　　　りとゴルフです。
　　　　　　　　　　入党以来、主に労働組合の
　　　　　　　　　活動を通じて党の運動に関わ
　　　　　　　　　ってきましたが、昨今の労働
　　　　　　　　　運動をみると、国民の大半が
反対している元首相の国葬に、連合会長が出席し、
多くの組合員に批判されるような状況です。
　社民党も労働運動に連動して今日の状況になっ
ています。西大分支部も昨年の組織問題で党員が
反滅しました。私自身、支部役員として十分な取
り組みができませんでしたが、党員集会を定期的
に開催するなかで、皆さんの地道な協力により党
員を拡大することができました。
　来春の県議会議員選挙大分市選挙区に小野よし
みさんが立候補予定者となりました。候補の出身
支部の党員として、微力ですが自分自身としても
悔いのないように頑張り
ます。
　　　　　　　　　

党員•党友登場！

師
走
で
す
！

　
　
年
賀
状
の
準
備
を
！

西大分支部　
　　平川　正也


